
公益財団法人日本医療機能評価機構 医療事故防止事業部

医療事故情報収集等事業 医療安全情報（No.134）の公表について

本財団医療事故防止事業部では、平成１６年度より医療事故情報およびヒヤ

リ・ハット事例の収集・分析等を行う医療事故情報収集等事業を実施していま

す。

同事業では、特に周知すべき内容として医療安全情報を作成し、事業参加医

療機関等に対しファックス等により提供するとともに、ホームページに掲載し

ています。

１月１５日（月）に、医療安全情報（No.134）を提供しましたのでご案内い

たします。

詳細は、本事業のホームページをご覧ください。

http://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_134.pdf

以上

問い合わせ先：

公益財団法人日本医療機能評価機構   

担当：坂口、横田

      Tel 03（5217）0252
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消毒剤の入った容器が使用後も清潔野に置い
てあり、誤って消毒剤を投与した事例が報告さ
れています。

公益財団法人 日本医療機能評価機構

清潔野における消毒剤の誤った投与
手術・処置時の清潔野に薬剤が入った容器が複数置いてあり、誤って消毒剤を注射
器に吸って投与した事例が４件報告されています（集計期間：２０１４年１月１日～
２０１７年１１月30日）。この情報は、分析テーマ「清潔野において容器に入った薬剤
を誤って使用した事例」（第49回報告書）で取り上げた内容をもとに作成しました。

事例1のイメージ用途 誤って投与した
消毒剤

投与すべき
薬剤

冠動脈注入 造影剤

静脈注射 造影剤

皮下注射 キシロカイン注
ポリアンプ1％

腹直筋鞘
ブロック

0.3％アナペイン
調製液

ハイポエタノール液2％

ポピヨドン液10％

ヂアミトール水

0.05％ヘキザック水R

消毒剤

造影剤
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清潔野における消毒剤の誤った投与
事 例 1 

冠動脈造影を行う際、消毒剤（ハイポエタノール液2％）と造影剤がサイズ・形状の
似た容器に準備されていた。２つの容器には薬剤名の表示はなかった。医師Aは
造影剤を注射器に吸うよう医師Bへ指示した。医師Bは消毒剤を造影剤と思い込ん
で注射器に吸い、医師Aに渡した。医師Aは注射器に入った消毒剤を冠動脈に注入
した。

事 例 2 
手術の際、プラスチックの容器に消毒剤（ヂアミトール水）と綿球、局所麻酔剤と
記載のあるビーカーにキシロカインが準備されていた。綿球を全て使用して術野を
消毒後、器械台には消毒剤が入った容器とキシロカインが入ったビーカーがあり、
どちらも透明な薬液であった。局所麻酔をする際、助手の医師はキシロカインと
間違え、消毒剤を注射器に吸い術者に渡した。術者は注射器に入った消毒剤を皮下
注射した。
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事例が発生した医療機関の取り組み

・消毒後は、消毒剤を入れた容器を清潔野に
 置かない。
・清潔野で使用する容器に薬剤名を明示する。

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページをご覧ください。 http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。


